
令和３年２月改訂 

神戸市立中央図書館パスファインダー＜何でも調べる１０＞ 

和歌について調べる  

 

 

 

 

 

1．和歌の一部分から探す 
和歌の初句（始めの句）や一部分がわかっていたら、辞典や索引を使って全文や作者、

出典を探すことができます。 

『新編国歌大観』歌集編・索引編各 10巻【背ラベル ９１１１】 

『万葉集』以降、近世に至るまでの和歌を網羅しています。歌の初句だけでなく、全ての句

から検索できます。ただし、索引は各巻ごととなり、全巻共通の索引はありません。 

『新編国歌大観』DVD－ＲＯＭ版【3階データベース端末】 

同名図書資料の DVD－ＲＯＭ版です。歌以外（序・詞書）の検索もできます。 

『校注国歌体系』歌集 23巻・総合索引５巻・頭註索引１巻【背ラベル ９１１１】 

『古事記』から明治初期諸家集までを収録しています。第一句・第三句から検索できます。 

『典拠検索新名歌辞典』【背ラベル ９１１１】 

明治以前の資料を対象とし、作者と出典、その歌が引用されている文献が検索できます。

初句の 50音順に並んでおり、索引はありません。 

『名歌名句大事典 歳時・人・自然』【背ラベル ９１１１】 

    古代から現代までの和歌・短歌等を収録しています。初句、事項索引があります。 

 

和歌の一部に加えて、出典や歌人もわかっていたら、『万葉集索引』【背ラベル ９１８】や 

『西行法師全歌集総索引』【書庫】のように個別の総索引がある場合もあります。 

 

2.ジャンルから探す 
和歌に詠まれている内容や、出典のジャンルがわかっていたら、下記の本を使って探す

こともできます。 

『道歌大観』【書庫】 

『古今集』以降の勅撰集・私家集中の仏教道歌を類題によって分類し、収録しています。 

『物語和歌総覧』本文編・索引編【書庫】 

平安時代から南北朝時代頃までの創作物語、物語歌集、御伽草子に出てくる和歌を収録

しています。 

ある主題について、関連する資料・情報を入手法とともに 

リストアップしたもの。 

『図書館ハンドブック 第６版補訂２版』日本図書館協会 より 

パスファインダー（pathfinder）とは 

 



3.年代から探す 
和歌の詠まれた時代や、出典の年代別に和歌を集めた本もあります。 

『中世和歌集』（『新編日本古典文学全集』４９巻）【背ラベル ９１８】 

中世和歌文学の代表的歌集１３編を時代順に収録しています。 

『近世和歌撰集集成』地下篇・堂上篇（上・下）【背ラベル ９１１１５】 

近世初期から中期に編まれた歌集を収録しています。 

『現代短歌分類辞典』全 219巻【書庫】 

明治・大正・昭和の短歌を収録しています。                       

 

4.和歌の意味を調べる 
和歌の意味が知りたいときには、個別の歌集の注釈書の他に、次のような本が役に立ち

ます。 

〇下記の本には、比較的有名な歌の意味と解説が載っています。 

『日本名句辞典』【背ラベル 1598】 

名言・名句と合わせて約 1,600収録しています。初句・語句で検索できます。 

『日本名歌集成』【背ラベル 9111】 

    『古事記』から現代短歌まで計 2,007 首を収録しています。時代、作者別に配列されて

おり、50音発音順の索引があります。 

『通解名歌辞典』【背ラベル 9111】 

    上代から近年末期までの約 3,000 首を収録しています。全句索引、人名索引があります。 

『三省堂名歌名句辞典』【背ラベル 9111】 

    万葉から現代までの和歌・短歌・歌謡３，２２１首等を収録しています。初句の５０音発音順、 

人名で検索できます。 

 

〇古典文学の全集・叢書には、現代語訳や注釈が載っているものがあります。 

『日本古典文学全集』、『新編日本古典文学全集』 

『日本古典文学大系』、『新日本古典文学大系』    など 

 

 

※情報がしぼられてきたら、出典や作者について書かれた本が図書館にあるか、 

蔵書検索端末（ＯＰＡＣ）で検索してみましょう。 

＊わからないことがあれば、何でもお気軽に図書館員におたずねください 


